
　

計
時
の
足
跡
と
そ
の
思
い
は
現

在
の
若
者
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、

さ
ら
な
る
飛
騨
の
音
楽
文
化
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
と
思
う
の
と

同
時
に
、
次
な
る
世
代
に
大
い
に

期
待
し
た
い
。（
平
成
二
十
八
年
没
）

　

道
伝
え
の
日
茶
会
は
、
平
成
十
七

年
の
高
山
市
文
化
伝
承
館
開
館
当

初
か
ら
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
年
四
月

の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

既
に
お
茶
券
を
お
求
め
の
方
に

は
返
金
い
た
し
ま
す
の
で
、
購
入

さ
れ
た
方
（
社
中
）
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
に
伴

い
、
予
定
し
て
い
た
記
念
飾
り
物

展
も
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
程
が
決
ま

り
次
第
、
新
た
な
日
程
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

高
山
市
伝
承
館
で
は
、
日
本
の

名
作
文
学
を
集
め
た
「
木
も
れ
日

の
読
書
室
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
作
家
の
名
著

の
初
版
を
復
刻
し
た
『
名
著
復
刻

全
集
』
全
百
一
冊
が
納
め
ら
れ
た

書
棚
を
開
放
し
て
お
り
、
文
化
伝

承
館
の
室
内
及
び
敷
地
内
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

春
に
な
り
陽
気
も
よ
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
城
山
公
園
の
散
歩
の

途
中
に
休
憩
を
兼
ね
て
、
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　

高
山
市
文
化
伝
承
館　

　
（
城
山
照
蓮
寺
前
の
階
段
を
下
る
）

◇
時
間　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

◇
利
用
料　

無
料

◇
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
年
末

　

年
始
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

　

お
盆
（
他
に
臨
時
休
館
あ
り
）

［
主
な
作
家
］

島
崎
藤
村
、
志
賀
直
哉
、
永
井
荷

風
、
河
東
碧
梧
桐
、
芥
川
龍
之
介
、

泉
鏡
花
、
北
原
白
秋
、
夏
目
漱
石
、

石
川
啄
木
、
森
鴎
外
、
宮
沢
賢
治
、

与
謝
野
晶
子
、
有
島
武
郎
　
他

第44回

飛
騨
文
芸
祭
作
品
募
集

一
、応
募
資
格　
　
　

　

飛
騨
地
域
三
市
一
村
に
在
住
か

在
勤
、
出
身
の
方

二
、対
象
作
品　

　

令
和
元
年
八
月
十
六
日
か
ら
令

和
二
年
八
月
十
五
日
ま
で
に
創
作

ま
た
は
発
表
し
た
作
品（
既
発
表

作
品
も
可
）

①
小
説
、戯
曲（
脚
本
）、児
童
文
学

等　

一
篇

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
枚
以
内　

②
随
筆（
エ
ッ
セ
イ
）等　

一
篇　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内

③
評
論　

一
篇

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内

④
現
代
詩　

三
篇

⑤
短
歌
、俳
句　

十
首（
句
）

但
し
、高
校
生
以
下
は
五
首（
句
）

※
前
記
篇
（
首
・
句
）
を
超
え
て

も
不
足
し
て
も
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
①
～
③
を
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
す

る
場
合
は
、
原
稿
用
紙
形
式
で
印

刷
・
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
短
歌
・
俳
句
な
ど
で
は
、
旧
仮

名
・
新
仮
名
の
使
い
分
け
を
明
確

に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、応
募
方
法

○
応
募
作
品
に
、作
品
の
区
分
（
小

説
、
短
歌
な
ど
）、
〒
、
住
所
、
氏

名
（
筆
名
）、
電
話
番
号
を
記
入

○
高
校
生
以
下
の
応
募
者
は
、
学

校
名
と
学
年
を
明
記

○
封
筒
に「
文
芸
祭
応
募
」と
記
入

○
既
発
表
作
品
の
場
合
は
、
印
刷

物
又
は
コ
ピ
ー
に
よ
る
提
出
も
可

※
対
象
作
品
中
①
～
③
の
入
賞
作

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
、応
募
締
切
、送
付
先

○
八
月
十
五
日（
当
日
消
印
有
効
）

○
郵
送　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三

高
山
市
昭
和
町
一
‐
一
八
八-

一（
一

社
）
高
山
市
文
化
協
会
事
務
局
宛

○
メ
ー
ル　

m
ail@
takayam

a-
bunka.org

○
高
山
市
民
文
化
会
館
窓
口
に
直

接
提
出
も
可

五
、審
査
、発
表

○
高
山
市
文
化
協
会
文
芸
部
委
員

と
文
芸
部
門
選
出
の
役
員
で
予
選

し
、
最
終
審
査
は
必
要
に
応
じ
専

門
の
経
験
者
を
加
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
九
月
中
に
入
賞
者
へ
通
知
、
十

月
の
広
報
「
高
山
の
文
化
」
等
に

て
発
表

六
、賞

　

以
下
の
賞
に
対
し
、
賞
状
と
副

賞
を
授
与
し
ま
す
。

○
文
芸
祭
賞　

一
名

○
江
夏
美
好
賞（
小
説
）　

一
名

○
入
賞（
市
長
賞
ほ
か
）

　

十
名
前
後

○
青
竜
賞（
高
校
生
以
下
）

　

若
干
名

七
、そ
の
他

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
問
合
せ　

高
山
市
文
化
協
会

（
℡
〇
五
七
七
‐
三
四
‐
六
五
五
〇
）

　

昭
和
六
年
、
高
山
市
本
町
に
生

ま
れ
た
父
計
時
は
、
祖
父
利
三
の

起
こ
し
た
高
山
レ
コ
ー
ド
商
会
の

後
を
継
い
で
、
社
名
を
「
有
限
会

社
コ
サ
カ
楽
器
」
と
改
め
、
代
表

取
締
役
と
し
て
長
く
経
営
に
携
わ

っ
た
。

　

利
三
が
高
山
民
謡
保
存
会
会
長

を
務
め
三
味
線
を
担
当
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
自
ら
も
三
味
線

を
嗜
み
、
小
唄
が
好
き
で
よ
く
宴

作家 井上靖氏と
（平成2年5月28日）

「音楽文化の発展とともに」
小坂計時

小坂法幸

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

一
滴
会
書
展

◇
日
時　

四
月
十
八
日
（
土
）・

　

十
九
日
（
日
）　

午
前
九
時
～

　

午
後
六
時
（
最
終
日
午
後
四
時

　

ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

74

席
で
唄
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
日
枝
雅
楽
会
に
も
参
加
し

て
長
く
笙
を
担
当
し
て
い
た
。

　

岐
阜
国
体
が
開
催
さ
れ
た
昭
和

四
十
年
年
頃
、
県
内
の
学
校
に
吹

奏
楽
部
が
整
備
さ
れ
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

　

計
時
は
楽
器
商
と
い
う
稼
業
も

あ
っ
て
、
そ
の
取
引
先
で
あ
っ
た

日
本
楽
器
製
造
株
式
会
社
（
現
在

の
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
）
の
石
上
禮

男
氏
の
協
力
を
得
て
、
飛
騨
地
区

の
各
小
・
中
・
高
等
学
校
の
鼓
笛

隊
や
吹
奏
楽
の
育
成
に
努
め
た
。

中
で
も
斐
太
実
業
高
等
学
校
の
吹

奏
楽
部
に
は
、
故
田
中
晃
先
生
と

共
に
特
に
力
を
注
い
で
い
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
、

そ
の
斐
太
実
業
高
校
吹
奏
楽
部
の

О
Ｂ
た
ち
と
「
高
山
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
立
ち
上
げ
、
翌

年
に
は
「
高
山
市
民
吹
奏
楽
団
」

と
改
名
し
、
一
昨
年
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
た
。

　

さ
ら
に
吹
奏
楽
の

指
導
者
養
成
の
た

め
「
飛
騨
吹
奏
楽
研

究
会
」
を
吹
奏
楽
部

顧
問
の
先
生
た
ち
と

立
ち
上
げ
人
材
育
成

に
も
尽
力
し
た
。
こ

の
飛
騨
吹
奏
楽
研
究

会
と
高
山
市
民
吹
奏

楽
団
が
共
催
し
て
始
ま
っ
た
の
が

「
全
飛
吹
奏
楽
祭
」
で
、
こ
ち
ら
も

昨
年
五
十
回
目
を
迎
え
、
県
内
で

は
最
も
歴
史
の
あ
る
音
楽
祭
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活

動
の
特
筆
す
べ
き
は
、
現
在
、
国

の
内
外
で
活
躍
す
る
多
く
の
演
奏

家
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

計
時
は
高
山
市
民
吹
奏
楽
団
の

団
長
を
三
十
年
余
り
務
め
た
が
、

中
で
も
姉
妹
都
市
デ
ン
バ
ー
へ
公

式
訪
問
団
と
し
て
三
度
の
演
奏
旅

行
を
行
い
、
姉
妹
都
市
交
流
の
大

い
な
る
架
け
橋
と
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
に
は
高
山
少
年

少
女
合
唱
団
の
立
ち
上
げ
に
関
わ

り
、
保
護
者
会
長
を
十
年
余
り
務

め
る
な
ど
、
団
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
。

　

昭
和
五
十
一
年
、
利
三
、
保
浅

太
郎
氏
と
共
に
飛
騨
地
方
の
民
謡

を
レ
コ
ー
ド
化
し
た
「
飛
騨
民
謡

集
」
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

盆
踊
り
の「
飛
騨
や
ん
さ
」や「
高

山
音
頭
」「
め
で
た
」「
東
海
道
」

な
ど
を
後
世
に
遺
す
こ
と
が
で
き

た
。
現
在
で
は
こ
の
レ
コ
ー
ド
を

Ｃ
Ｄ
化
し
て
、「
松
尽
く
し
」、「
日

枝
神
社
の
祭
囃
子
」
な
ど
も
付
け

加
え
再
販
し
て
い
る
。

　

文
化
協
会
で
も
副
会
長
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
多
く
の
文
化
活
動

に
携
わ
っ
た
。
中
で
も
、
多
く
の

著
名
人
と
の
交
流
を
特
に
楽
し
み

に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

計
時
は
大
の
旅
行
好
き
で
グ
ル

メ
で
あ
っ
た
の
で
、
よ
く
旅
行
の

計
画
を
し
て
い
た
姿
が
思
い
起
こ

さ
れ
る
。
晩
年
は
透
析
も
あ
っ
て

思
う
よ
う
な
旅
行
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
毎
年
二
月
の
洲
さ
き
様
の

「
節
分
会
」
は
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
。
本
番
が
終
わ
る
と
す

ぐ
に
次
の
演
目
に
つ
い
て
話
し
出

し
、
数
か
月
前
か
ら
三
味
線
の
練

習
を
始
め
る
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ

っ
た
。

高山市近代文学館の研究・調査資料収集

高山市民文化会館、文化伝承館、国府文化ホール
（共同管理）、松本家住宅、宮地家住宅

高山市文化協会・メセナメイト会員随時募集

文化会館・文化芸術鑑賞事業・文化協会事業案内

自然保護事業の取り組みについて

初心者入門講座の開設継続

月1回程度発行　事業案内・作品募集・
事業報告・団体会員の紹介等

子どもの貧困対策の推進に関する法律に
定める基本理念の推進

特別委員会による調査研究及び提言
市民啓発・募金活動

4/25～26道伝え茶会・飾り物展
10/3お月見歌会、11/21芭蕉忌句会

市民文化芸術鑑賞事業　文化会館 大ホール

平成31年度決算総会　高山市民文化会館

高山市民文化会館　芸能・展示

高根方面

市民文化芸術鑑賞事業　久々野公民館

高山市民文化会館 小ホール

高山市民文化会館 3階講堂

高山市民文化会館 3階講堂

文学散歩道整備・清掃

支援事業　高山市民文化会館 大ホール

市民文化芸術鑑賞事業　文化会館 大ホール

市民文化芸術鑑賞事業　文化会館 大ホール

市民文化芸術鑑賞事業　こくふ交流センター

支援事業　桜山八幡宮、文化会館

第44回飛騨文芸祭入賞作品集発行

市民文化芸術鑑賞事業　文化会館 小ホール
奥飛騨総合文化センター

会場未定
第44回 飛騨文芸祭入賞者表彰式

市民文化芸術鑑賞事業　文化会館 3階講堂

高山市近代文学館　煥章館

高山市近代文学館　煥章館

高山市民文化会館

先進地・施設研修

令和3年度予算総会　八幡宮参集殿

毎月開催

随時開催

随　時

゛
通　年

゛

゛

゛

゛

゛

゛

゛

゛

随　時

4月10日

5月27日

6月6日～7日

6月14日

6月25日

7月1日

7月10日～12日

7月17日～19日

8月20日

8月予定

9月12日

10月1日

10月18日

10月下旬～11月中旬

11月下旬

年数回

令和3年
1月1日

1月10日～12日

未定

未定

未定

未定

3月下旬

理事会・評議員会

三役会、各種委員会

市長と語る会

国内･国外他都市との文化団体の交流

高山市近代文学館の研究・調査

指定管理受託

高山市文化協会組織強化　

ホームページ

自然環境保護事業

初心者入門講座の開設継続

広報発行

私のあしながおじさん事業

新 市民文化会館建設推進運動

高山市文化伝承館「道伝えの日」事業

SADAO with Friends 2020

令和2年定時社員総会

高山文化フォーラム2020

市民歴史散歩

桃源郷寄席　桂文珍

演劇　たぬきと狸とタヌキ

日本板画院高山巡回展

夏期特別飾り物展（テーマ：オリンピック）

文学碑掃苔

岩田守弘トーク＆ワークショップ

オーケストラ・アンサンブル金沢コンサート the殺陣

南こうせつコンサート

講談　神田伯山（松之丞）

たかやま菊花展

飛騨文芸 №44

ワンコインシネマ

新年市民互礼会、文化功労者顕彰、
飛騨文芸祭入賞者表彰

飾り物展

第30回 近代文学館企画展

近代文学館講演会

文化協会特別展

会員研修旅行

令和3年 定時社員総会

（一社）高山市文化協会　令和2年度事業計画

月　日 事　業　名 内　容　・　場　所

※この他にもいくつかの事業を予定しています。日程は変更する場合がありますので、ご了承ください。

中止

中止
再演

延期

CBC高山放送局で飛騨
民謡集録音（左から計時、

利三、保浅太郎氏）

デンバーベッチャーホールで、
市吹副団長とエンスレー氏と

（平成12年10月2日）

道
伝
え
の
日
茶
会
・

飾
り
物
入
賞
作
品
展
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山
市
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木
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日
の
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書
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の
ご
案
内

永年功労者顕彰
永年に亘り、一般社団法人高山市文化協会役員として、その発展に尽くさ
れた方 を々、３月２３日に開催した文化協会総会にて顕彰しました。（順不同）

中田真理 中田裕一 大門孝藏

淺野晶子 中林利数 安藤 桂

下仲幸子




